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研究成果の概要（和文）：近年、我が国では高齢化に伴い要介護状態となる高齢者の増加が深刻な社会的課題と
なっている。フレイルは要介護状態の前段階と位置づけられているが、適切な時期に適切な介入を提供すること
で健常状態に戻すことが可能とされている。本研究では、研究代表者が今まで個々に注目してきた「情報通信技
術の活用」と「行動変容アプローチ」を融合し、フレイル・介護予防との関連性の解明を試みた。具体的には、
地域在住高齢者の身体活動・座位行動とフレイル・介護予防との関連性を解明する縦断研究（研究１）、情報通
信技術を活用したフレイル・介護予防のための身体活動行動変容の無作為割付介入試験（研究２）を実施した。

研究成果の概要（英文）：In recent years, the increase in the number of elderly people who require 
nursing care due to the aging of the population in Japan has become a serious social issue. Frailty 
is considered to be a precursor to the need for nursing care, but it is possible to return to a 
healthy state by providing appropriate intervention at the right time. In this study, the principal 
investigator combined the "use of information and communication technology" and "behavior change 
approaches," which he has focused on individually, to attempt to clarify the relationship between 
frailty and nursing care prevention. Specifically, we conducted a longitudinal study (Study 1) to 
clarify the relationship between physical activity and sedentary behavior of community-dwelling 
elderly people and frailty and nursing care prevention, and a randomized intervention trial (Study 
2) of physical activity behavior change for frailty and nursing care prevention using information 
and communication technology.

研究分野：健康行動学

キーワード： 行動科学　身体活動　座位行動　フレイル　非対面介入　遠隔教育　介護予防　高齢者

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究１では、縦断的な観察研究を複数進め、スポーツ活動を含めた社会的活動がプレ・フレイルの予防に役立つ
可能性が示された。また、歩行習慣とフレイルの関連性を明らかにすることができた。今回構築したデータセッ
トからはさらにフレイル・介護予防との関連要因や予防因子が探索可能であり、本邦のフレイル・介護予防に資
する知見の蓄積に貢献していきたい。研究２では、ウェアラブル端末とスマートフォンを活用した非対面介入法
を開発することができた。これまでの研究成果を通じて、情報技術を活用した非対面運動介入は対面運動指導の
減量・健康改善効果を高める可能性が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、我が国では高齢化に伴い要介護状態となる高齢者の増加が深刻な社会的課題となって
いる。フレイルは要介護状態の前段階と位置づけられ、種々の適切な介入で健常状態に戻すこと
が可能とされている。本研究では、研究代表者が今まで個々に注目してきた「情報通信技術の活
用」と「行動変容アプローチ」を融合し、フレイル・介護予防との関連性の解明を試みる。具体
的には、地域在住高齢者の身体活動・座位行動とフレイル・プレフレイルの発現に関する縦断研
究（研究１）、情報通信技術を活用したフレイル予防のための身体活動行動変容の無作為割付介
入試験（研究２）を実施し、フレイル予防に有効な介入法の確立を目指す。 
 
 
２．研究の目的 
 
地域在住高齢者の身体活動・座位行動とフレイル予防との関連性を解明するための縦断研究
（研究１）、情報通信技術を活用したフレイル予防のための身体活動行動変容の無作為割付介入
試験（研究２）を実施し、フレイル予防に有効な介入法を確立することであった。 
 

 
３．研究の方法 
 
研究１の目的は地域在住高齢者を対象に身体活動・座位行動とプレ・フレイル新規発現の因果
関係を探索的に明らかにすることであった。研究デザインは前向き縦断研究で追跡期間は 2 年
間とする。研究対象は地域在住高齢者約 600 名である。次の調査項目を１）基本属性：性、年齢、
疾患・服薬の有無、身長や体重、生活習慣（運動、飲酒、喫煙、睡眠）、社会活動状況、就労の
有無、など、２）フレイル評価：妥当性などが確認済みの日本版 Cardiovascular Health Study
（CHS）基準（Sateke et al., 2017）、３）身体活動・座位行動（International Physical Activity 
Questionnaire（I-PAQ）、４）体力（握力、歩行速度）を毎年測定した。分析では、身体活動と
座位行動のどちらがプレ・フレイルの新規発現と関連が大きいか、身体活動と座位行動にプレ・
フレイルの新規発現と量反応関係はあるか（いずれも交絡因子調整後）を明らかにする。 
研究２の目的は、プレ・フレイルからの改善を目的とする情報技術を活用した身体活動介入法
の有効性の検証することであった。研究デザインは無作為化割付介入試験（介入期間は 3～6 ヵ
月、対象群は運動教室週 1回、介入群は対面運動教室週 1回に加えて IoT（ウェアラブル型身体
活動量計による介入期間中の身体活動と座位行動のモニタリング）及び ICT（タブレット PC）を
活用した専門家面談による月 2回の行動変容介入）であった。対象はプレ・フレイルに該当する
地域在住高齢者約 70 名（対象群 35 名、行動変容介入群 35 名）であった。介入方法は、参加者
は自宅周辺の公民館にて週 1 回の運動教室を提供、行動変容介入群には介入の全期間中ウェア
ラブル型身体活動量計を装着させ、そのモニタリング情報をもとに月 2回 30 分程度の行動変容
カウンセリングを ICT 経由で提供。介入提供者は博士号取得済みで行動変容カウンセリングの
経験を十分に備えた専門家が担当した。調査項目は研究１と同様で介入前後に測定するが、客観
的に身体活動・座位行動を評価するためにウェアラブル端末を 2 週間以上装着させた。分析で
は、行動変容介入の有効性を評価するために、１）体力・身体活動・座位時間の介入前後の変化、
２）プレ・フレイルの改善率、をそれぞれ群間比較した。 
 
 
４．研究成果 
 
研究１では、縦断的な観察研究を複数進め、そのデータ解析の中から、スポーツ活動を含めた
社会的活動がプレ・フレイルの予防に役立つ可能性が示された。また、歩行習慣とフレイルの関
連性を明らかにすることができた。今回構築したデータセットからはさらにフレイル・介護予防
との関連要因や予防因子が探索可能であり、本邦のフレイル・介護予防に資する知見の蓄積に貢
献していきたい。 
研究２では、対面での運動指導の直後にウェアラブル端末（FitBit）とスマートフォンを活用
した非対面介入を提供する無作為割付介入試験を実施した。その結果、従来通りの知見と同様に
対面による 3か月の運動指導の減量・健康改善効果が認められるが、その後引き続き情報技術を
活用した非対面運動介入を提供したことで対面介入時の減量・健康改善効果を更に上回る改善
を生み出せる可能性が示された。対面運動介入の健康改善効果は認められるものの提供側だけ
でなく参加側にも負担やコストが生じることが知られているため、今後より負担の少ない非対
面介入を効率的に組み合わせる方法を検討していく必要がある。以上の結果より、ウェアラブル
端末（FitBit）とスマートフォンを活用した非対面介入法を開発することができた。 



これまでの研究成果を通じて、情報技術を活用した非対面運動介入は対面運動指導の減量・健
康改善効果を高める可能性が示された。対面運動介入の健康改善効果は認められるものの提供
側だけでなく参加側にも負担やコストが生じることが知られているため、今後より負担の少な
い非対面介入を効率的に組み合わせる方法を検討していく必要がある。 
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